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■■ 巻頭言
� 1� 駆け出しからジャグリスト、そして…
  理事・作品展委員会委員長
  岩手県支部/㈱興版社代表取締役　戸来　一裕

■■ 巻頭企画　
� 2� 令和６年度 ジャグラ作品展入賞作品を決定
� � 経済産業大臣賞にオリンピア印刷㈱、長瀬印刷㈱
  厚生労働大臣賞に㈱ガリバー、㈱クリエイト横浜

■■ 特別企画　サスティナブル委員会
�22� 今宵のサスティナ酒場
  ～店主のつぶやき～
■■ 連載　SPACE-21 広報部
�20� Next-Oitaについて
■■ 寄稿　論文
�24� 同業社コミュニティの形成と印刷産業発展の可能性について
  - インタビュー分析による他己紹介をワークショップの契機として -
  璃月ゆあ（岡本悠里）

■■ NEWSとお知らせ
� 8� ジャグラテスト受験者募集
� 9� 暑中名刺広告大募集

■■ NEWSとお知らせ
	10	 JFPI	REPORT	ダイジェスト版
	11	 ジャグラBBホットニュース
	26	 業界の動き
	 	 ホリゾン・ジャパン　ソリューションフェアを開催
	 	 滋賀県　大阪・関西万博でガリ版体験
	 	 厚労省　７月から全国安全週間スタート
	 	 中小企業庁　ものづくり補助金の公募を開始
	 	 モリサワ×ジャグラ　InDesign オンラインセミナー開催
	 	 ジャグラ　業態進化委員会　ウェビナー開催
	 	 　　　　　Next-Oita　第９回通常総会を開催
	 	 　　　　　FACE　第 16期総会　報告
	…………………………………………………………………………
	19	 雑学コラム㉚
	29	 事務局日誌と今後の予定

  12  ㈱小森コーポレーション
  13  ホリゾン・ジャパン㈱
  14  富士フイルムグラフィックソリューションズ㈱
  15  リコージャパン㈱
  16  ㈱ショーワ
  17  ㈱モリサワ
  18  東京リスマチック㈱
  19  ㈱研美社
  21  JaGra グループ保険
 表４  リョービMHI グラフィックテクノロジー㈱

月刊グラフィックサービス　発行趣意

　月刊『グラフィックサービス』は、一般社団法人日本グラフィックサービス工業会会員、関係諸団体およびすべての
ステークホルダーの皆様に、自社の質的向上に役立ち、知恵と勇気を分かち合うことを目指し発行するものです。
　本会の存在意義である人間交流スペースを構築し、社会の多様な要請にタイムリーに対応しつつ、共通の経営課題を
持つ会員をネットワーク化し、その交流を積極的に支援するとともに小さいことでも有利となる経営施策も発信する情
報ターミナルとなることを理想とします。
　またその情報発信手段は誌面にとどまらず、環境に応じて多様な発信方法を検討、遂行することを責務とします。

【概　要】

発行回数	 月 1回 /年間 12 回	 配布方法	 ・全会員へ直接郵送

購　読　料	 ジャグラ会員は無償（会費に含む）	 　　　	 ・ジャグラホームページからのダウンロード

	 ・希望企業、団体への有償配布

　私がジャグラに関わったきっかけは、ちょうど 20年前、
先代から引き継いで支部の理事会にオブザーバーとして初
めて参加したことからになります。その頃はまだアラ
フォーということもあってか、今ほど（今でも？）物の分
別も無く、諸先輩方を前にして「くわえたばこ」で「かっ
たりぃなぁ」的な小生意気な態度を取っていたところ、当
時、事務局長でおられた鏑	健男さん（現	五六堂印刷	会長）
から「貴様、何様のつもりでおるんか」と一喝され、一気
に意気消沈したのを今でも忘れられません。
　そこから２年間、平理事として下積みをしたのち、諸先
輩方からバトンを引き継ぐ形で支部三役に任命され、以来
15年間、現在も支部活動の中枢を担っております。
　その間に東北地協総会岩手大会や支部 60周年記念式典
祝賀会・記念誌発刊などの行事に携わることで様々な経験
を積みましたが、その中でも特に印象深く残っている行事
と言えば、何といっても2017年６月に盛岡で開催した「第
59回ジャグラ文化典岩手大会」にどっぷりと頭まで浸かっ
て関わったことです。2011 年３月 11日に発生した東日
本大震災から３年経過したタイミングで、当時、東北地協
会長（本部副会長）でおられた熊谷正司さん（くまがい印
刷	社長	現	本部相談役）がこれまでのご支援に対する感謝
の意と御礼を示すとともに、復興の軌跡を表したいとの想
いから、３年後の文化典を東北の地で、ということになり
地協幹事会で協議した結果、「岩手県支部担当で開催」が
内定され当時の髙橋雅光支部長が内諾したのですが、震災
後のままならぬ状況もあり支部理事会では受けるか否かの
意見が右往左往しましたが、最終的には執行部主導で正式
に受諾しました。その責任からか私は裏方の事務局長とし
て、先輩の式典・懇親会担当の向井一澄さん（大更印刷	
社長	支部事務局長）とともに２年半間、企画・運営の立
ち上げからあらゆる手配に至るまで大会開催準備に携わり
ましたが、開催１年前に実行委員長が交代するなど、幾多
の苦難を乗り越えて何とか大会を迎えました。大会期間中

も現場責任者として様々な対応に追われ四苦八苦しました
が、何とか無事に大会全行程を成功裡に終えたことで安堵
すると同時に、ようやく全国のジャグリストに仲間入り出
来たのだと感じました。
　その後はコロナ禍もあって表舞台に出ることはありませ
んでしたが、２年前の１月、支部新年交賀会に岡本会長が
出席され初めてお会いしたとこから事態が急変しました。
偶然にも同じ昭和 42 年生まれの未年でバブルの申し子	
（笑）	ということで意気投合したことをきっかけとして、
その後、数回のアプローチを経てあれよあれよと言う間に
会長推薦での全国理事、そして作品展委員会委員長にまで
任命して頂くということでとうとう表舞台にデビューしま
した。
　この１年間は主に作品展委員会委員長として、与えられ
た責務を果たすべく誠心誠意取り組んで参りました。委員
会メンバーの方々のサポートもさることながら、何よりも
全国のジャグリストの皆さんから多数の作品応募のご協力
を頂戴したおかげで、無事に責務を果たすことができ安堵
いたすとともに、皆様のご協力に深く感謝いたします。
　来たるジャグラ文化典東京大会において作品展の表彰式
がございますの
で、全国のジャグ
リストの皆さんに
お会いできるのを
楽しみにしており
ます。

C�O�N�T�E�N�T�S

駆け出しからジャグリスト、
そして…

理事・作品展委員会委員長　　　　　　　　　　　　　　　
岩手県支部 / ㈱興版社代表取締役　戸　来　一　裕
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　令和６年度ジャグラ作品展の最終審査会が 2025
年４月 23日、ジャグラ本部で行われ、経済産業大臣
賞・厚生労働大臣賞など、４部門（出版部門、宣伝部
門、業務用印刷部門、開発・開拓部門）と、ジャグラ
70周年東京大会に合わせて付与された地元賞・東京
都知事賞ならびに東京都産業労働局長賞の受賞作品が
決定しました。
　今年も岡本会長ならびに作品展委員会主導のもと、
会員の皆様へと募集を呼び掛けた結果、昨年同等の
623 点の作品ご応募を頂戴しました。改めましてご
参加いただきました会員の皆様に御礼申し上げます。
　今年度は令和６年１月１日から 12月 31日までに
印刷（完成）された作品を対象に令和７年３月 31日
まで募集し、昨年同様に第一次審査・第二次審査会を
４月８日、９日の２日間にわたり開催。通過作品の中
から４月 23日の最終審査会で入賞作品を決定したも
のです。

部　　　門 Ｒ６年の応募 通過作品数 賞の数

［A］出 版 部 門   93 21   9 以上

［B］宣 伝 部 門 187 20   6 以上

［C］業務用印刷部門 196 26   8 以上

［D］開発・開拓部門 147 24   7 以上

合　計 623 91 33 以上

経済産業大臣賞にオリンピア印刷㈱、長瀬印刷㈱
厚生労働大臣賞に㈱ガリバー、㈱クリエイト横浜

ジャグラ作品展
入賞作品を決定

令和６年度巻頭
企画

佳作佳作

地　元　賞

最終審査会

経済産業大臣賞経済産業大臣賞

経済産業省大臣官房商務・サービス審議官賞経済産業省大臣官房商務・サービス審議官賞

(一社）(一社）日本印刷産業連合会会長賞日本印刷産業連合会会長賞 （一社）（一社）日本グラフィックサービス工業会会長賞日本グラフィックサービス工業会会長賞

作品展審査会委員長賞作品展審査会委員長賞

東京都知事賞東京都知事賞
東京都産業労働局長賞東京都産業労働局長賞

全国中小企業団体中央会会長賞全国中小企業団体中央会会長賞

特別賞特別賞

印刷時報㈱賞印刷時報㈱賞 ㈱印刷出版研究所賞㈱印刷出版研究所賞

目で見る馬術
オリンピア印刷㈱／大阪府支部

JiLL Wreath Book Ⅱ
～手作りリース、
　　季節の24レシピ～
㈱リーブル／高知県支部

ふるさと伊野部のあゆみ 補遺
人々のくらしと正福寺
サンライズ出版㈱
滋賀県支部

ぜんまい屋の豆暦
㈱山田写真製版所
石川県支部

写真集『世界をまとう』
あさひ高速印刷㈱
大阪府支部

あすなろ小学校は
　今日もにぎやか

中央印刷㈱
山形県支部

近江学 第15号
サンライズ出版㈱
滋賀県支部

おなかのボタン
㈱リーブル
高知県支部

琵琶湖の魚類図鑑
サンライズ出版㈱

滋賀県支部

着物手帳2025
㈱アイト／東京・文京支部

富士フイルム・フォトコレクションⅡ
世界の20世紀写真「人を撮る」
望月印刷㈱／東京・城東支部

志士たちの詩想
㈱ニシキコネクト
広島県支部

ジャグラ作品展
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　一般消費者の視点で、持って帰りたいと思うような作品を選んだ。開発・開拓部門で紙を主軸と
しない、スマートフォンやAI、VR などを用いた新たな領域のデジタル作品が非常に増えている。
今後、審査基準を見直す必要性を感じた。
　デジタルコンテンツだけでなく、マンガなどイラストを用いることで本来、難しかったり硬い内
容の書籍を伝わりやすくしたものなど、見せ方に工夫を凝らしたものもあった。このほかにも可読
性を考えた組版の書籍やデジタルとコラボした印刷物、箔押し加工で迫力ある表紙を表現したもの、
活版からデジタル印刷まで駆使した作品があった。
　そんな中でも小さな日めくりカレンダーや、立てる付箋など既存の印刷物の切り口や発想を変え
ることで新たな価値を生み出した作品もあり、印刷はまだ可能性があると感じることができた。
　消費者に訴えかけるものからプロ目線で評価される技術力まで裾野を広く見ることができた。
　一方で環境配慮を前に打ち出した作品が少なかった点は業界にとって今後の課題として挙げる。

　入賞作品の表彰及び展示は、今年 6月 21日に開催されるジャグラ文化典東京大会で行われる。
また、入賞作品をはじめ今回の応募作品の一部は 7月 27日（日）、28日（月）に東京・晴海の
はるみらいで開催予定の「印刷屋さんのお仕事展 3」で見ることができる。
　詳細は決まり次第、ジャグラホームページ等で配信する。

審
査
講
評
（
最
終
審
査
会
委
員
講
評
よ
り
抜
粋
）

経済産業省大臣官房商務・サービス審議官賞経済産業省大臣官房商務・サービス審議官賞
レコード盤を再現したダイレクトメール
㈱ガリバー／神奈川県支部

（公社）（公社）日本印刷技術協会会長賞日本印刷技術協会会長賞
（一社）（一社）日本グラフィックサービス工業会会長賞日本グラフィックサービス工業会会長賞

作品展審査会委員長賞作品展審査会委員長賞

全国中小企業団体中央会会長賞全国中小企業団体中央会会長賞
BOTEJYU GROUP 1946
会社案内 日本語版・英語版

　　　㈱文伸
東京・三多摩支部

うどん帳
㈱野毛印刷社
神奈川県支部

2025年
太陽系カレンダー
㈲エンドースクリーン

福島県支部

2023年度研究室活動報告書
（ANNUAL REPORT）
㈱遊文舎
大阪府支部

三角形 会社案内
㈱文成社／東京・文京支部

経済産業大臣賞経済産業大臣賞
ブラックライト
カクテルメニュー２種

（①かんのん折り、②中綴じ）
長瀬印刷㈱／福島県支部

厚生労働大臣賞厚生労働大臣賞

厚生労働省人材開発統括官賞厚生労働省人材開発統括官賞

日本印刷機材協議会会長賞日本印刷機材協議会会長賞

印刷タイムス㈱賞印刷タイムス㈱賞

特別賞特別賞

年賀状が、ヘビをテーマにしたカード年賀状が、ヘビをテーマにしたカード
ゲーム！？顧客からの反響が大きく、ゲーム！？顧客からの反響が大きく、
商品として販売が決定！商品として販売が決定！
㈱ガリバー／神奈川県支部

カルタ Livewith Parkinson 
パーキンソン病と共に生きる
サンライズ出版㈱／滋賀県支部

新宿Azaleeプロジェクト
＆ゴジラコラボ（集印帖）

ＮＳ印刷製本㈱／東京・新宿支部

ユニパルス株式会社
2024-2025
センサ&計測機器

綜合カタログ
情報印刷㈱
神奈川県支部

山本明美教授
退任記念誌
㈱あいわプリント
北海道支部

（一社）（一社）日本グラフィックサービス工業会会長賞日本グラフィックサービス工業会会長賞

全国中小企業団体中央会全国中小企業団体中央会
会長賞会長賞

（公社）（公社）日本広報協会会長賞日本広報協会会長賞

作品展審査会委員長賞作品展審査会委員長賞

佳作佳作

高知大学南溟寮100周年誌
㈲近森謄写堂／高知県支部

社会福祉法人 博光福祉会 
社内報『ANONE vol.4』
㈱イデアル／大阪府支部

日めくりカレンダー
あさひ高速印刷㈱
大阪府支部

2025年㈱文伸の年賀状
㈱文伸
東京・三多摩支部

広島大学75年史
㈱ニシキコネクト／広島県支部
函・口絵デザイン：
㈱ユニバーサルポスト
㈱フロンティア

佳作佳作

│巻│頭│企│画│ ジャグラ作品展
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門

地 　 元 　 賞
東京都知事賞  着物手帳2025  ㈱アイト／東京・文京支部
東京都産業労働局長賞  富士フイルム・フォトコレクションⅡ世界の20世紀写真「人を撮る」  望月印刷㈱／東京・城東支部

出　版　部　門
経済産業大臣賞  目で見る馬術  オリンピア印刷㈱／大阪府支部
経済産業省大臣官房商務・サービス審議官賞  JiLL Wreath Book Ⅱ～手作りリース、季節の24レシピ～  ㈱リーブル／高知県支部
全国中小企業団体中央会会長賞  ふるさと伊野部のあゆみ 補遺 人々のくらしと正福寺  サンライズ出版㈱／滋賀県支部
（一社）日本印刷産業連合会会長賞  ぜんまい屋の豆暦  ㈱山田写真製版所／石川県支部
（一社）日本グラフィックサービス工業会会長賞  あすなろ小学校は今日もにぎやか  中央印刷㈱／山形県支部
印刷時報㈱賞  近江学 第15号  サンライズ出版㈱／滋賀県支部
㈱印刷出版研究所賞  おなかのボタン  ㈱リーブル／高知県支部
作品展審査会委員長賞  琵琶湖の魚類図鑑  サンライズ出版㈱／滋賀県支部
特別賞  写真集『世界をまとう』  あさひ高速印刷㈱／大阪府支部
佳作  志士たちの詩想  ㈱ニシキコネクト／広島県支部

宣　伝　部　門
経済産業大臣賞  ブラックライトカクテルメニュー２種（①かんのん折り、②中綴じ）  長瀬印刷㈱／福島県支部
経済産業省大臣官房商務・サービス審議官賞  レコード盤を再現したダイレクトメール  ㈱ガリバー／神奈川県支部
全国中小企業団体中央会会長賞  BOTEJYU GROUP 1946会社案内 日本語版・英語版  ㈱文伸／東京・三多摩支部
（公社）日本印刷技術協会会長賞  うどん帳  ㈱野毛印刷社／神奈川県支部
（一社）日本グラフィックサービス工業会会長賞  2025年太陽系カレンダー  ㈲エンドースクリーン／福島県支部
作品展審査会委員長賞  2023年度研究室活動報告書（ANNUAL REPORT）  ㈱遊文舎／大阪府支部
佳作  三角形 会社案内  ㈱文成社／東京・文京支部

業務用印刷部門
厚生労働大臣賞  年賀状が、ヘビをテーマにしたカードゲーム！？ 顧客からの反響が大きく、商品として販売が決定！  ㈱ガリバー／神奈川県支部
厚生労働省人材開発統括官賞  カルタ Livewith Parkinson パーキンソン病と共に生きる  サンライズ出版㈱／滋賀県支部
全国中小企業団体中央会会長  高知大学南溟寮100周年誌  ㈲近森謄写堂／高知県支部
日本印刷機材協議会会長賞  新宿Azaleeプロジェクト＆ゴジラコラボ（集印帖）  ＮＳ印刷製本㈱／東京・新宿支部
（公社）日本広報協会会長賞  社会福祉法人 博光福祉会 社内報『ANONE vol.4』  ㈱イデアル／大阪府支部
（一社）日本グラフィックサービス工業会会長賞  広島大学75年史  ㈱ニシキコネクト／広島県支部
印刷タイムス㈱賞  ユニパルス株式会社「2024-2025センサ&計測機器綜合カタログ」  情報印刷㈱／神奈川県支部
作品展審査会委員長賞  日めくりカレンダー  あさひ高速印刷㈱／大阪府支部
特別賞  山本明美教授退任記念誌  ㈱あいわプリント／北海道支部
佳作  2025年㈱文伸の年賀状  ㈱文伸／東京・三多摩支部

開発・開拓部門
厚生労働大臣賞  ハガミさん  ㈱クリエイト横浜／神奈川県支部
厚生労働省人材開発統括官賞  紙面連動GPSデジタルマップ  ㈲高橋平版社／栃木県支部
全国中小企業団体中央会会長賞  和綴じ本復元  ㈱文化ビジネスサービス／東京・港支部
（学法）日本プリンティングアカデミー賞  ドッグフード「Cabmmy Dog ～キャブミィドッグ」  ㈱五六堂印刷／岩手県支部
（一社）日本グラフィックサービス工業会会長賞  日本橋なぞ解き-明智少年事件簿-  ㈱文化ビジネスサービス／東京・港支部
ニュープリンティング㈱賞  カナミー金沢（ローカルＷＥＢメディア）  ㈱栄光プリント／石川県支部
作品展審査会委員長賞  QC封入封緘  ㈱ベスト・プリンティング／東京・港支部
佳作  生成AIを活用した自社CM（自費出版）動画  ㈲一粒社／愛知県支部

各部門の入賞作品一覧厚生労働大臣賞厚生労働大臣賞
ハガミさん
㈱クリエイト横浜
神奈川県支部

厚生労働省人材開発統括官賞厚生労働省人材開発統括官賞

ニュープリンティング㈱賞ニュープリンティング㈱賞

紙面連動GPSデジタルマップ
㈲高橋平版社／栃木県支部

カナミー金沢
（ローカルＷＥＢメディア）
㈱栄光プリント／石川県支部

全国中小企業団体中央会会長賞全国中小企業団体中央会会長賞

作品展審査会委員長賞作品展審査会委員長賞

佳作佳作

和綴じ本復元
㈱文化ビジネスサービス／東京・港支部

QC封入封緘
㈱ベスト・プリンティング／東京・港支部

生成AIを活用した自社CM（自費出版）動画
㈲一粒社／愛知県支部

（学法）（学法）日本プリンティングアカデミー賞日本プリンティングアカデミー賞
（一社）（一社）日本グラフィックサービス工業会会長賞日本グラフィックサービス工業会会長賞

ドッグフード
「Cabmmy Dog ～キャブミィドッグ」
㈱五六堂印刷／岩手県支部

日本橋なぞ解き
-明智少年事件簿-

㈱文化ビジネスサービス
東京・港支部

ジャグラ作品展│巻│頭│企│画│
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ジャグラの機関誌『グラフィックサービス』では、７月号誌上において恒例の暑中名刺広告を実施します。
なお、地協・支部よりの出稿につきましては、掲載料金が割引になりますので、ぜひご利用ください。

◎掲載料金
　　１コマ／縦組	60 × 42ミリ　￥	 8,000（税込￥	 8,800）　→支部・地協	￥	 5,000（税込￥	 5,500）
　　２コマ／横組	60 × 87ミリ　￥13,000（税込￥14,300）　→支部・地協	￥10,000（税込￥11,000）
◎申込方法　本紙に必要事項をご記入の上、下記宛ファックス（または郵送）してください。
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グラフィックサービス㈱

　代表取締役社長　日 本 太 郎
〒103-0001
東京都中央区日本橋小伝馬町７-16	ニッケイビル７階
TEL	03（3667）2271　FAX	03（3661）9006

標
準
パ
タ
ー
ン
見
本

「グラフィックサービス」暑中名刺広告申込書	 申込日 2025年　　月　　日

社名
フリガナ

担当
者名

フリガナ

住所 〒

Tel Fax E-mail

体裁
□１コマ
□２コマ

□前年通り（既出稿者）
□標準パターンでOK（新規出稿）
□版下データ支給（独自デザイン）

⬅修正のある場合は前回版下に赤字を入れ、貼付してください
⬅新規申込みの場合は、下記枠内に原稿をご記入ください
⬅本申込書とデータをメール添付にてお送りください

広告原稿はこちらに　➡ご記入ください　
上記、標準パターンで申し込む場合は、

右枠内に原稿をご記入ください。

連名、本店 / 支店、Web、ロゴ使用等、
独自デザインをご希望の場合、

完全版下データをご支給ください。
（PDF データでお願いします）

社　名

肩書き・氏名

住　所 〒

TEL

FAX

本誌７月号 暑中名刺広告大募集 申込締切７.11金

【申込み先】　一般社団法人 日本グラフィックサービス工業会　名刺広告係（笠原）
〒 103-0001　東京都中央区日本橋小伝馬町７-16　tel.03-3667-2271　fax.03-3661-9006

※版下データはメール添付にて　k_kasahara@jagra.or.jp　宛お送りください

「ジャグラテスト」は、課題をもとに制作されたDTPデータをスコア評価し、印刷物制作
現場で即戦力として活躍できるDTPオペレーション技能を有する人物を認定するとともに、
自身のオペレーション技能レベルを数値化することで今後強化すべきポイントを把握するこ
とができるテストです。課題データはインターネット経由で提出し、審査員による評価をス
コア表でお返しします。

受験者募集
第4期 JCSTは第3期から

　ジャグラテストへ

特設サイトよりご応募ください。https://www.jagra-contest.com/jagratest/

受験資格は特にありません。どなたでも受験することができます。

Adobe InDesign、Adobe Illustrator

Adobe InDesign 2024以上、Adobe Illustrator 2024以上

一般料金：10,000円　JaGra会員：8,000円　学生料金：5,000円
※お申し込み時に、団体受験・個人受験が選択できます。

2025年6月2日（月）～8月31日（日）　募 集 期 間

募 集 方 法

受 験 資 格

テ ス ト 科 目

対象バージョン

受験料［1科目］

　DTPオペレーター認定

Adobe InDesign・Adobe Illustrator

一般・JaGra会員・学生 共通：当日視聴のみ：1,000円  視聴＋資料：2,000円セミナー受講料

右QRコードより
お申し込みください

課題制作ポイント解説セミナー開催！（申込受付：6/11～）

7月16日（水） 13:30–15:30　InDesign  セミナー

7月23日（水） 13:30–15:30　Illustrator セミナー

ジャグラテスト 第4期 実施スケジュール

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
6/2

6/2

8/31 9/1 9/8 9/10 10/17

9/15 9/249/22 10/318/31 認定カード送付スコア表送付

InDesign募集期間 受験案内送付 課題データ配布開始／提出期間 採点期間

Illustrator募集期間 受験案内送付 課題データ配布開始／提出期間 採点期間

主催：

協賛：アドビ株式会社　株式会社大塚商会　株式会社ショーワ　株式会社モリサワ

■■問い合わせ先　〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町7-16  tel.03-3667-2271  e-mail: jagracontest@jagra.or.jp8 9



いますぐチェック！

ジャグラ BB

2025 年6月

ジャグラBBは、ジャグラが運営する、印刷業関連のセミナー、情報動画配信サイトです。
2006年の開局以来、印刷業の情報収集、人材教育ツールとして多数の印刷会社に活用されています。

便利さだけじゃなくて

信頼できるツールを

選ぶこともだいじ
4
4
4

にゃ。

画像生成 AI Adobe Firefly を
安全に使う為の活用術と最前線
～画像生成 AI でクリエイティブをカタチに～
2024年12月7日にホルトホール
大分にて開催されたセミナーの
模様をジャグラBBでお届けい
たします。

広報委員会
が選ぶ！

おすすめ番組情報
HOT NEWS

BTubeへの
映像データ募集中！

スマートフォンで
簡単投稿♪

投稿方法は
こちらから→

カテゴリー 教育と技術 営業向け

活用して作業効率を高めましょう！

印刷業界トレンド解説シリーズ Vol.4
Adobe 製品の生成 AI　後編１部 (3)
後編 1部では、Adobe の DTP 関連ソフトの画面を通
して各種機能の操作方法をご案内しています。今回は
InDesign 編です。

カテゴリー 教育と技術 DX・総務経理・その他

1 0





印
刷
業
の
未
来
を

共
に
創
る

リコージャパン株式会社

プリントコンパス 検索

簡単アクセス！簡単アクセス！簡単アクセス！簡単アクセス！

〒10 4 - 6 033  中 央 区 晴 海1- 8 -10





47 都道府県のお話（その 28：大阪府）
　ジャグラ会報をご覧の皆様、こん○○は。ジャグラ東京・東
グラ文京支部のアクティブ・野口です。　
　今月は大阪府を取り上げようと思います。今回もよろしくお
願いします。
とはいえ大阪で何かを語る、と云うと何を書いたって読者の方
が大概知ってるみたいなことになるでしょう（笑）　それでも
私の一方的なイメージで何かしら書いてみましょうかね。少し
の時間お付き合い頂けると幸いです。
　１：みんなが知ってる日本一の「あの」建造物、以外にも実
は……。
　唐突ですがここで問題です。
　「大阪府堺市にある、日本最大級の古墳の名前は？」普通に
クイズ番組でも聞きそうな問題ですね。
　もちろん正解は「大仙陵古墳（仁徳天皇陵とは今は言いませ
ん）」ですね。世界三大墳墓の一つ（残りの２つはクフ王のピ
ラミッドと秦の始皇帝陵と云われる）とされ大概の日本人が教
科書で１回は見たことのある鍵型の前方後円墳ですね。ところ
で１番目があるなら２番目があるわけで、その２番目に面積が
大きい古墳も実は大阪府にあるのです。羽曳野市にある誉田御
廟山古墳（こんだごびょうやまこふん）がそれに当たります。
　ところで先程書きましたが大仙陵古墳はかつて「仁徳天皇陵」
と呼ばれてましたが現在では名称が変わってます。その理由は

単純至極、調査によって祭られているお方が仁徳天皇では無い
可能性が高くなってきたそうで。そりゃ千年、二千年前の話で
すから今では特定出来ないのもごもっとも。で、２位の誉田山
古墳（こうも言う）の方も宮内庁の認定で第 15代天皇の応神
天皇の墳墓とされています。因みに仁徳天皇は 16代目の天皇
と認定されてますので２代連続のお墓が同じ地域に大規模で造
られた事になります。当時の天皇の権力が解る遺構ではないで
しょうか。
　２：お鍋や立ち食いそばでお世話になるあの野菜、実は大阪
府が生産高１位なんだって。
　冬の時期の食事で一番コミュニケーションを構築できそうな
野菜、関東の立ち食いそばのお店でよく見かけるあの野菜の天
ぷら…、そう大阪府が全国生産１位の野菜とは「春菊」です。
名前とは違い 11月から２月が旬のこの野菜は大阪府では「泉
州きくな」のブランドで盛んに栽培されています。
　大阪府が生産１位の理由としては、葉物は痛みが早い為消費
地に近いこの辺りでの栽培が盛んになった、という事みたいで
すね。
　私なんぞは鍋に入れるか、春菊天にするかしか調理法を知ら
ないので、私にとっては苦みがあるもの、という認識しか無い
ので目から鱗が落ちるような、地元の方が知ってるような他の
おいしい食べ方をご教授頂きたいです。お願いします（笑）
　今回はこの辺りで。今月もお付き合い頂きありがとうござい
ました、では今月の問題です。
問題：諸説ある中の１つとして江戸時代の建物に造られた延焼
を防ぐための防火壁と云う意味があり、現在では徳島県の一部
地域で観る事が出来る物で、これを造れない人は甲斐性が無い
という事から転じて現在では出世が出来ない、運が無い人を指
して云う慣用句として「これ」が上がらないと云う様になった
ものは何でしょう？

野口聡の

　学コラム㉚

雑雑

（正解は 29ページ）

Kichijoji

Mitaka

Shimotakaido

Seibu shinjuku line

Seibu ikebukuro line

Keio lin
e

Inokashira line

Odakyu line

Tokyu Setagaya line

Seibu ikebukuro line

TOKYO QUALITY.
す べ て の S P コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン に 最 良 の 品 質 を 。

東京リスマチック株式会社
なんでも相談窓口

平日（月～金）9：00～17：00 E-mail : support@lithmatic.co.jp
プリントデスク 0120-269-132

http://www.lithmatic.net



　いつもNext-Oita の活動にお力添えをいただきありが
とうございます。
　今回の寄稿にあたり、あらためてNext-Oita の紹介を
させていただきたいと思います。
　Next-Oita の前身「豊翔会」は、平成６年に当時の大

分県支部の会員８名を中心に
発足しました。「豊翔会」と
いう名前の由来は、「豊かに
翔ぶ」と「豊後（大分）」を
掛けて、青年部（次世代）が
やりたい事にチャレンジして

業界の未来を切り開いていきたいという意味を込めて付け
られました。それから 22年を経た平成 28年に、それま
でも年間行事を通して交流を続けていた全国印刷緑友会の
大分県「若梅会」と統合し、Next-Oita が生まれました。
統合の目的は、ともに活動し大分を盛り上げること、発足
後、熊本大分大地震やコロナ禍を経験し、四苦八苦しなが
らではありますが現在第 10期目になりました。
　現在の会員数は旧豊翔会の会員が６社、旧若梅会の会員
が４社、統合後に入会した会員が２社の計 12社で、統合
当初の会員数より減少しておりますが、ジャグラと緑友会
のハイブリッドということで、会員は今まで経験していな
かった様々なイベントやセミナー、会議等に参加させてい
ただく機会が増え、活動内容は統合前より活発になってい

ると感じます。
　コロナ禍においても可能な限り例会開催を心がけまし
た。自粛期はZoomで行い、リアル会議が可能であれば
大きな会議室で密をさけ行いました。また、同期間（令和
３年）には講師をお招きして、一年間で４回の中間セミ
ナーをZoomで行いました。
　定例会は、毎月第三火曜日または水曜日に行っており、
各会員の活動報告等の情報交換、セミナー内容の協議等を
しています。今まで定例会は大分市内で開催していました
が、会員の中には別府市内から出席しなければならない会
員もいるので、昨年から別府市内での開催も行っています。
全ての会員が参加しやすいように今期も大分と別府を交互
に開催するなど工夫していきたいと思います。
　また、定例会とは別に、花見会（４月）、通常総会（５月）、
納涼会（７~８月）、中期セミナー（９月）、年末セミナー・
忘年会（12月）、新年会（１月）等で交流を深めています。
４月のお花見会は、「ただ花見をして懇親会をするよりも」
という会員の発案で「ウォーキング花見会」を昨年から行っ
ています。最初の花見ポイント「平和市民公園」（大分市）
という桜のきれいな公園に集合し、各自で持参した飲み物
やおつまみを片手に軽く花見をし、歩いて２つ目の花見ポ
イント「大分城址公園」まで約４km歩きます。
　普段は車から流れるように見えてた景色、看板やお店を
ゆっくり見ると新たな気づきもあり、また道中の会話も弾
み、より絆も深まります。花見・日ごろの運動不足解消・
道中の発見で一石三鳥です。
　２ヵ所で桜を満喫した後は居酒屋に移動し懇親会のス
タートです。今年は桜も満開で天気にも恵まれ、絶好の
ウォーキング花見会でした。
　７月の納涼会は、今年はキャンプ形式にしようと計画中
です。場所は別府市と大分市の山間部にある湖を囲った

キャンプ場「志高湖」です。とて
も人気のキャンプ場で、戦前は別
府三勝のうちの一つとしても有名
でした。スワンボートや手漕ぎ
ボートが浮かび、白鳥が遊び鯉が
泳ぐ湖のほとりにテントを張って
小鳥のさえずりやそよ風の音を聞

きながらゆっくりする時間は、日頃の疲れやプレッシャー
から身も心も解放させてくれます。大自然のエネルギーを
感じ、業界の未来を語り合いながら、バーベキューを楽し
みたいと思っています。全国からの飛び入り参加大歓迎な
ので、詳細はNext-Oita までお問い合わせください !
　12 月の最初の土曜日に行なっている年末セミナー・懇
親会は、Next-Oita の前身、豊翔会からの恒例行事であ
り、毎年ありがたいことに全国から多くの方に参加してい
ただいております。今年も 12月６日の土曜日に大分市の
J:COMホルトホール大分での開催が決まりました。セミ
ナーに向け会員一同、準備を進めています。皆さまのご参
加をお待ちしております。
　Next-Oita が発足して９期目が終わりました。９年の
間に廃業や景気の影響により残念ながら退会された会員も
いて発足当初より会員数は減ってしまいましたが残ってい

る会員で毎月元気に活動しています。先月、第９回通常総
会が開催され、長きにわたり会長を務めていただいた笠木
信吾氏が勇退し、新会長に㈱クリエイツ . の佐藤愛子氏が
満場一致で承認され、就任いたしました。第 10期目の今
期のテーマは「DX活用による業務効率化の推進、異業種
交流による新たなビジネスモデルの創出、地域貢献活動を
通じた業界イメージの向上を柱に会員のスキルアップと
ネットワークの強化を図り、地域に必要とされる団体とし
て業界を盛り上げよう」です。佐藤新会長を中心に大分か
ら盛り上げられたらと思います。
　最後になりますが、年末のご多用の中、セミナーにご参
加いただいている方、ありがとうございます。来ていただ
ける事を当たり前と思わず、皆さんと一緒により良い学び
ができるように会員一同精進してまいりますので、今後と
もNext-Oita をよろしくお願い致します。

Next-Oi
taについ

てSPACE-2
1広報部

Next-Oita
事務局　薬師寺　順　平

（㈱キュー
プリント大

分）

│連│載│⑥│

20



あ
る
ん
だ
ぜ
。
も
う
20
年
以
上
や
っ
て
る
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
こ
と
見
つ
け
た

い
ん
だ
よ
な
。
人
生
楽
し
ん
で
な
ん
ぼ
と
は
よ
く
言
っ
た
も
ん
だ
」

常
連
客
Ｂ
：「
や
っ
ぱ
り
好
き
な
こ
と
に
情
熱
持
っ
て
取
り
組
む
っ
て
の
が
一
番
だ
ね
ぇ
」

菅
野
さ
ん
：「
神
津
島
で
の
仕
事
を
通
し
て
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
だ
よ
。
最
初
は
た

だ
の
仕
事
っ
て
感
じ
だ
っ
た
け
ど
、
島
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
の

考
え
方
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
た
ん
だ
」

常
連
客
Ａ
：「
具
体
的
に
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
？
」

菅
野
さ
ん
：「
そ
う
だ
な
ぁ
…
…
最
初
は
と
に
か
く
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
か
ど
う
か
ば
か

り
考
え
て
た
。
で
も
島
の
人
た
ち
と
話
す
う
ち
に
、
地
域
に
根
付
く
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
が
仕
事
の
進
め
方
に
も
影
響
し
て
、
地
元
と
一
緒
に
成

長
す
る
っ
て
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
な
」

常
連
客
Ｂ
：「
地
域
と
の
関
わ
り
が
深
ま
る
と
、
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
も
変
わ
る
ん
だ
」

菅
野
さ
ん
：「
そ
う
な
ん
だ
よ
。
そ
れ
か
ら
、
生
物
や
食
品
の
販
売
っ
て
、
色
々
な
リ
ス
ク
も
あ

る
ん
だ
よ
な
。
品
質
管
理
と
か
、
流
通
の
課
題
と
か
。
で
も
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
考

え
て
対
策
を
立
て
る
こ
と
で
、
成
功
の
可
能
性
も
広
が
る
ん
だ
」

常
連
客
Ａ
：「
な
る
ほ
ど
。
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
ね
」

菅
野
さ
ん
：「
そ
う
そ
う
。
そ
し
て
最
近
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ
ネ
ル
の
活
用
に
つ
い
て
も
興
味
を
持
っ
て

て
ね
。
照
明
や
広
告
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
っ
と
面
白
い
使
い
方
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
っ
て
」

常
連
客
Ｂ
：「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ
ネ
ル
っ
て
、
ど
ん
な
活
用
方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
？
」

菅
野
さ
ん
：「
例
え
ば
、
地
域
の
情
報
発
信
に
も
使
え
る
し
、
観
光
客
向
け
の
案
内
板
と
し
て
も

面
白
い
よ
な
。
技
術
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
も
っ
と
地
域
に
貢
献
で
き
る
と
思
っ

て
る
よ
」

常
連
客
Ａ
：「
そ
れ
、
す
ご
く
面
白
そ
う
！　
実
際
に
ど
ん
な
風
に
活
用
す
る
の
か
見
て
み
た
い
」

菅
野
さ
ん
：「
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
な
！　
島
の
魅
力
を
も
っ
と
伝
え
る
た
め
に
、
新
し
い
こ
と
に

ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
ね
」

常
連
客
Ｂ
：「
い
い
ね
ー
、
じ
ゃ
あ
菅
野
さ
ん
の
今
後
さ
ら
な
る
挑
戦
に
乾
杯
し
よ
う
じ
ゃ
な
い

の
！
」

全
員
：　
　
「
乾
杯
！
」

店
主
：　
　
「
本
当
に
熱
い
話
が
飛
び
交
っ
た
な
！　
地
域
に

根
付
い
た
活
動
が
、
た
だ
の
ビ
ジ
ネ
ス
以
上
の

価
値
を
生
む
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
よ
。
挑
戦

を
続
け
る
こ
と
こ
そ
、
持
続
可
能
な
未
来
に
つ

な
が
る
ん
だ
な
。
さ
て
、
次
は
ど
ん
な
話
が
聞

け
る
か
楽
し
み
だ
。
ま
た
の
ご
来
店
、
お
待
ち

し
て
る
よ
！
」

※
こ
の
記
事
は
４
月
22
日
に
開
催
し
た
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
懇
話
会
を
も
と
に
店
主
が
多
少
脚
色
し
た
も
の
で
す
。

店
主
：　
　
「
よ
ぉ
し
、
今
夜
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
酒
場
も
盛
り
上
が
っ
て
き
た
な
！　
お
客
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
産
品
や
飲
み
物
を
片
手
に
、
ど
ん
な
話
が
飛
び
出
す
の
か
乞
う

ご
期
待
。
神
津
島
の
話
を
し
て
く
れ
る
っ
て
い
う
ゲ
ス
ト
の
菅
野
さ
ん
、
も
う
で
き

あ
が
っ
て
い
る
み
た
い
だ
が
大
丈
夫
か
？　
眠
っ
ち
ゃ
う
前
に
、
ひ
と
ま
ず
話
を
聞

い
て
み
よ
う
…
…
」

菅
野
さ
ん
：「
実
は
さ
ぁ
、
神
津
島
は
最
初
た
だ
の
仕
事
っ
て
感
じ
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
で
も
、
島

の
自
然
が
あ
ま
り
に
良
く
て
さ
ぁ
、
こ
り
ゃ
活
か
さ
な
き
ゃ
も
っ
た
い
ね
ぇ
っ
て

思
っ
た
ん
だ
よ
な
」

常
連
客
Ａ
：「
島
の
自
然
っ
て
、
そ
ん
な
に
す
ご
い
の
？
」

菅
野
さ
ん
：「
そ
り
ゃ
も
う
素
晴
ら
し
い
よ
！　
だ
け
ど
さ
、
島
の
人
た
ち
っ
て
最
初
は
外
の
人

間
に
警
戒
す
る
ん
だ
よ
。
ま
あ
、
仕
方
な
い
よ
な
。
け
ど
、
こ
っ
ち
も
諦
め
る
わ
け

に
い
か
な
く
て
さ
、
ず
ー
っ
と
コ
ツ
コ
ツ
続
け
て
た
ら
、
な
ん
だ
か
ん
だ
で
信
頼
関

係
築
け
た
ん
だ
よ
」

常
連
客
Ｂ
：「
さ
す
が
、
菅
野
さ
ん
。
や
っ
ぱ
り
地
道
な
努
力
が
大
事
だ
ね
ぇ
」

菅
野
さ
ん
：「
そ
れ
で
桑
の
木
に
目
を
つ
け
て
、
和
紙
作
っ
た
り
、
グ
ラ
ノ
ー
ラ
考
え
た
り
、
ま
ぁ

い
ろ
い
ろ
や
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
り
ゃ
失
敗
も
山
ほ
ど
あ
っ
た
よ
。
で
も
な
、
印
刷

の
仕
事
が
土
台
と
し
て
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
多
少
は
冒
険
で
き
る
余
裕
が
あ
っ
た
ん

だ
」

常
連
客
Ａ
：「
な
る
ほ
ど
。
し
っ
か
り
し
た
基
盤
が
あ
る
と
挑
戦
し
や
す
い
よ
ね
」

菅
野
さ
ん
：「
最
初
は
儲
け
な
ん
て
考
え
ず
に
、
と
り
あ
え
ず
気
持
ち
で
や
っ
て
た
ん
だ
よ
。
そ

れ
が
気
づ
い
た
ら
仕
事
が
増
え
て
、
社
員
旅
行
で
み
ん
な
島
に
連
れ
て
っ
た
こ
と
も

　
夜
の
と
ば
り
が
静
か
に
降
り
る
頃
、
酒
場

の
灯
り
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
灯
り
始
め
る
。

扉
の
向
こ
う
に
は
、
古
び
た
木
の
カ
ウ
ン

タ
ー
と
、
時
の
流
れ
に
身
を
委
ね
る
よ
う
な

柔
ら
か
な
音
楽
が
響
き
渡
っ
て
い
る
。
こ
こ

は
た
だ
の
酒
場
で
は
な
い
よ
う
だ
―
―
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
未
来
を
願
う

者
た
ち
が
、
グ
ラ
ス
を
傾
け
な
が
ら
思
索
を

巡
ら
せ
る
場
所
な
の
だ
と
い
う
。

「
今
宵
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
酒
場

　
～
店
主
の
つ
ぶ
や
き
～
」

「フロク」としての印刷受注　
～地域活性の中から気づいた新規開拓～

　　　　今宵の肴（ゲスト）：
株式会社興栄社　代表取締役社長　菅野　潔　氏　

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
委
員
会

杉本店長
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同業社コミュニティの形成と印刷産業発展の可能性について
- インタビュー分析による他己紹介をワークショップの契機として -

#中小企業支援 #企業連携 #価値創造 #デザインリサーチ #コミュニティ形成 #共創

本研究に至る動機

　昨今のデジタル化の進展に伴い、紙は急速に姿を消している。この流れ
の中で、衰退の道を歩 み出した産業の一つとして印刷産業がある。また、
日本における大企業と中小企業の格差は年々 拡大しており、日本経済の二
重構造として社会問題化している。筆者は曽祖父の代 (1947) から印刷業を
営む家系で育ってきており、印刷が身近にあった。筆者が複数の印刷会社
と協力し て作成した紙書籍が高く評価されたことを契機に、複数の印刷会
社が協力することに、印刷産業 が衰退の道を抜け出す可能性があるのでは
ないかと考え、本研究を実施することに至った。

中小企業における印刷産業の置かれる現状

　資本金が小さい中小企業でも物価高に対応した給与が年々増加傾向にあ
るものの、資本金の大きい大企業と比べれば顕著に上昇度合いは小さい。
業績の改善が見られないにも関わらず賃上げを実施する中小企業も多く、
理由として、「人材の確保・採用」、「物価上昇への対応」を理由に挙げる企
業が大半を占めている。資金の確保先として、特に対応をしていない、す
なわち収益を圧迫していると回答した企業が最も多く、次いで人件費以外
のコスト削減となっている ( 下図 )。人材採用強化や定着率向上のために賃
上げの必要性を迫られる状況にありながら、その原資確保に苦慮している
企業が多く存在している。
　また、コストに対する十分な価格転嫁ができているとはいえないことも
大きな問題である。

　また、印刷・同関連業（印刷産業）の事業所数、従業員数、製品出荷額
は 1990 年代をピークに 2000 年代からいずれも顕著に減少している。特に
出荷額において 2021 年はピークの 5/9 にまで落ち込んでいる。

本研究における目的とねらい

　本研究は、中小企業における印刷会社が直面する課題を明らかにし、同
業他社間のコミュニティ形成と協働を通じて、新たな価値を創出する可能
性を探ることを目的とする。企業同士の連携という視点から、新たな製品
やサービスの可能性を検討する。これを踏まえ、複数の企業が仮に共同で
事業を行うと仮定した場合にどのような可能性や課題があるのかを示すこ
とが狙いである。

インタビューによる調査

　検証を行うために、インタビュー調査とワークショップの実施という手
段を用いた。インタビ ュー調査では、複数の企業に対してデザインリサー
チに基づく半構造化インタビューを実施した。印刷業を営む中小企業の、
経営に携わる人を対象として実施した。スタートアップなどの段階ではな
く、ある程度の歴史があり、基盤となる事業が存在する程度の安定性があ
る段階であり、現在の代が創業者ではなく、2 代目または 3 代目といった
ある程度の時代の変化を経験している企業を対象とした。
　取り扱うサービスや製品、技術、工程などが多様になるように 4 社 ( 鬼
頭印刷株式会社様 , 大洞印刷株式会社様 , 株式会社ニシキプリント様 , あさ
ひ高速印刷株式会社様※いずれも以下敬称略 ) を選出した。インタビュー
により明らかになった各社の課題と特徴は以下の表の通りである。

23105 璃月ゆあ ( 岡本悠里 ) 論文のみ

2000 年愛知県生まれ。京都産業大学情報理工学部卒。大学にて

ソフトウェア工学やプログラミング言語学などを学んだ後、

IAMAS へ。情報工学だけではなく様々な活動に取り組む。代表

作「月の声を聴くための言葉」(2022)

ワークショップによるコミュニティ形成の試み

　先の調査から、互いに協力し合うコミュニティの存在は、本研究の目的
において、有効な手段であると考えた。具体的に実現する手法として、コミュ
ニティを構築しながら、新たな付加価値に関するアイデアの議論と実現の
場としてのワークショップを考案した。
　先の調査においてのインタビュイーから各社一名ずつを参加者とした。
ワークショップにおける議題は、インタビュー調査を元に「印刷物が作ら
れる過程を可視化する文化を創る」とした。
　ワークショップ実施前に事前アンケートを実施し、協働に対する経験や
課題、考え等についての調査を行った。協働に対する考えや経験は様々で
あり、参加者同士の関係性も多様であることが分かった。
　ワークショップは全 4回を実施し、以下の図のフローと日程で実施した。

第 1回ワークショップ

　第 1 回では、インタビュー調査をもとにした他己紹介を筆者が行い、こ
の他己紹介を元に、参加者同士で質問と交流を行った。最後に議題である「印
刷物が作られる過程を可視化する文化を創る」を提示し、次回までの課題
とまとめを行った。また、終了後に各自でアンケートフォームを用いた振
り返りを行った。これを各回で行うことにより、参加者の様子や考えなど
の把握も行うことができるため、次回の構成の参考にした。
　第 1 回では、自社についての再理解と他社への理解が進み、他社の取り
組みに興味を持っている様子が見られた。

　第 2 回では、議題に対するアイデアや考えを共有し、これを通して他者
がどのような考えを持っているのかについての理解を進めた。
　第 2 回では、多様な視点から様々な意見が飛び交い、アイデアが発散し、
議論がまとまりを欠く場面も見られた。また、参加者ごとの問題へのアプ
ローチ方法の違いが浮き彫りとなった。一方で、疑問点を積極的に質問す
るなど、参加者が活発に議論に関与する姿勢も見られた。

第 2回ワークショップ

　第 3 回では、オンサイトでの開催を希望する声が高まったことから、第
4回をオンサイトで実施することに変更し、第4回の構成を参加者が考えた。
　第 3 回では、1 人が自社ついて話し始めると、それに呼応するように他
の参加者も次々と自社について話し始める様子が見られた。自身の考え・
気持ちを開示することに重点が置かれていた。また、戦略やノウハウなど
の「情報」に対する関心が高いことも明らかとなった。

第 3回ワークショップ

第 4回ワークショップ

　第 4 回では、アイデアの結合と最終案の形成を行った。特に印刷技術に
力を入れている鬼頭印刷の会社見学も行った。最後には全体を通したイン
タビューを行った。
　第 4 回では、技術的試行錯誤に対する共感と、それに対する触発が見ら
れた。さらに、他者のアイデアに自分の発想を加える場面や、別の視点か
ら新たな考えを提案する場面もあり、参加者が議論に熱中し、笑いが生ま
れるなど、明るく前向きな雰囲気の中で議論が展開された。

ワークショップにおける参加者の変化とまとめ

　本研究の成果の一つとして、参加者間でコミュニティを形成することに
成功し、その後、参加者自身による自主的な活動へと進展した。初期段階
では、参加者のモチベーションにはばらつきがあった。しかし、議論が進
むにつれて自主的かつ積極的に参加する様子が見られた。議論が表面的な
話題からより深い問題意識へと変化し、与えられた議題が「他人事」から「自
分事」へと変わる様子が見られ、共同体とも呼べる仲間意識が生まれた。
　企業が単独で課題を解消するのではなく、協働による解決を目指すこと
の有効性が示された。

　経営者は自社について過小評価する傾向にあったが、他者の介入により、
新しく価値が見出される瞬間が何度もあった。本研究からも示されたよう
に、価値を見出すために外部の協力を仰ぐことは重要である。しかし、肝
心の「価値」は外部ではなく内部、即ち社内に眠っているのである。本研
究を通して、従業員を加えた価値創造を行う経営の場の形成や、外部の視
点や助言といった助けを得ながら内部に眠る価値を見出していく作業が、
今後の印刷産業において必要な取り組みになると筆者は考える。

新たな印刷産業の未来に向けて

│寄│稿│
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業界関連

ソリューションフェアを開催
印刷工場の最適化を提案
ホリゾン・ジャパン

　ホリゾン・ジャパンは５月 14日から 16 日までの３日間、
東京都千代田区の科学技術館で「ホリゾン・スマートソリュー
ションフェア 2025in 東京」を開催しました。
　会場では同社折り機とハママツ圧着機のインライン化や新製
品の中綴じ折り製本機 iCE	STITCHER	SPF-2000 などを出展。
実演では、富士フイルムビジネスイノベーションのデジタル印
刷機 Revoria	Press	PC1120 で出力された用意をシートカッ
ト＆クリーサー SMSL-100 でカットし、紙折り機AF-406F/S
で折り、インラインでハママツ社の圧着機HP-L で圧着して横
型プレススタッカー PST-44 でスタックするまでの流れを披露
しました。
　このほか、富士機械の断裁検査装置 BCC-1 が参考出品され、
カメラによる濃度検知で雑誌等の折れや破れの検査を実演しま
した。
　会期中３日間、毎日セミナーを企画。最終日には、「ホームペー
ジ×生成AI で検索エンジン最適化！　印刷・製本業様のため
の “自動集客 ” 入門」をテーマに、ディテイルクラウドクリエ
イティブの名取雄介副社長がSEO対策のコツを紹介しました。

業界関連

大阪・関西万博でガリ版体験
エジソンの手紙や水口さんの作品も

滋賀県
　10月 13日まで、大阪市此花区で開催されている 2025 年
日本国際博覧会（大阪・関西万博）の関西パビリオン「多目的
エリア」で６月 24日から 29日、８月 27日から９月１日ま

での２週間、滋賀の魅力を発信する滋賀魅力体験ウィークイベ
ントが開催されます。
　６月 24日から 29日の週では、ガリ版伝承館を運営する蒲
生地区まちづくり協議会が出展し、ガリ版の魅力を伝えます。
ガリ版を日本に広めた堀井新治郎氏は 1893 年開催のシカゴ
万博でエジソンのミメオグラフに出会い、そこからガリ版機が
誕生しました。今回、132 年振りに万博でガリ版が復活する
ことになります。
　期間中は、ガリ版の歴史を伝える貴重な資料や堀井氏とエジ
ソンとの交流を遺す手紙から、ガリ版トラベラーの水口菜津子
さんの作品が展示されます。

行政関連

７月から全国安全週間スタート
労働災害防止活動を推進

厚労省
　厚生労働省は、産業界の自主的な労働災害防止活動を推進す
るとともに、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図
るため、毎年、全国安全週間を主唱しています。
　今年も「令和７年度全国安全週間実施要綱」に基づき、７月
１日から	７月７日までを安全週間、６月１日から６月 30日
までを準備期間として、「多様な仲間と築く安全	未来の職場」
をスローガンに、全国一斉に積極的な活動を呼び掛けています。
事業者の皆様におかれましては、実施要項ご確認のうえ、取り
組みをお願いします。
■　令和７年度全国安全週間実施要項
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_57195.html

行政関連

第 20 回ものづくり補助金の公募を開始
締切は７月 25 日

中小企業庁
　中小企業庁は４月 25日、第 20回ものづくり・商業・サー
ビス生産性向上促進補助金の公募を開始しました。同補助金は
中小企業等が行う、生産性向上に資する革新的な新製品・新サー
ビス開発や海外需要開拓を行う事業のために必要な設備投資等
の取組を支援するものです。
　製品・サービス高付加価値化枠では、革新的な新製品・新サー

│N│E│W│S│

ビス開発の取り組みに必要な設備・システム投資を支援します。
補助率は中小企業が１/２、小規模企業・小規模事業者及び再
生事業者が２/３です。補助上限額は従業員５人以下が 750
万円、６～ 20 人が 1,000 万円、21 ～ 50 人が 1,500 万円、
51人以上が 2,500 万円で下限額は 100万円となります。
詳細はものづくり補助金総合サイト（https://portal.
monodukuri-hojo.jp/about.html）を確認ください。
　７月１日 17時から申請を受付、同月 25日 17 時締切とな
ります。

ジャグラ

オンラインセミナー
「InDesign 文字組版の基礎」を開催

モリサワ×ジャグラ
　ジャグラショート
カット運営委員会は、
賛助会員の㈱モリサ
ワ様ご協力のもと、
InDesignで文字組版
を行う場合に必要な
各種設定などを学ぶセミナー「モリサワ×ジャグラ　
InDesign 文字組版の基礎」を４月 16 日（水）13:30 ～
16:30 にオンラインで開催し、全国から 64名のジャグラ正会
員の方にお申し込みいただきました。
　当日は、ジャグラショートカット運営委員会の武川優委員長
（東京三多摩）の開会挨拶からスタートし、本編では㈱モリサ
ワの髙松玲奈講師による事前録画された解説動画を配信。受講
後に復習していただけるよう、講義用スライドとサンプルデー
タをダウンロード可能とし、２週間にわたりセミナー動画の
アーカイブ配信を行いました。
　受講者アンケートには 33件の回答があり、「今後業務に役
立てることができそう」「よくまとまっていて聞きやすかった」
など高評価をいただきました。
　今後もジャグラショートカット運営委員会では、会員向けに
オンラインで受講できるセミナーを企画してまいります。

ジャグラ

マーケティングオートメーション（MA）を
テーマにウェビナー開催

業態進化委員会
　業態進化委員会は４月 24 日、マーケティングオートメー
ション（MA）をテーマにした業態進化セミナーをオンライン
で開催し、40名が参加しました。

　冒頭、中村委員長は、「グラフィックサービスの事業領域が
拡大する中で、営業活動にMAが不可欠であるにもかかわらず、
ジャグラ会員の認知度がまだ低いことから今回のセミナーを企
画した」と開催の目的を説明しました。
　講師には、株式会社クイックスより、MAを担当する山下氏
と全並氏が登壇。セミナーでは、MAの基礎知識や関連用語の
解説に加え、Salesforce	Account	Engagement、HubSpot、
SATORI、Kairos ３、List	Finder、BowNow といった主要
MAツールの特徴が紹介されました。
　また、クイックスの運用事例を紹介し、Web広告や展示会
で獲得した顧客情報を活用し、顧客の動きから思考段階を分析
して興味の度合いを数値化し、メール・電話によるアプローチ
を通じて商談・契約に結び付ける過程が説明されました。
　さらに、コンテンツマーケティングについて「市場でのマー
ケティングや販売促進活動では、自社からの情報発信が差別化
につながるため、Webサイトのコンテンツ制作に注力すべき」
との提言がありました。
　最後の質疑応答では、「MA運用に必要な人員」「ツールの価
格や選び方」「運用の課題や必要なスキル」など、多岐にわた
る質問が寄せられ、参加者のMAへの関心の高さがうかがえ
ました。

ジャグラ

第９回通常総会を開催
Next-Oita

　５月２日（金）18時より、Next-Oita の第９回通常総会が
開催されました。今年は役員改選の年で、長きに渡り会長を務
めていただいた笠木信吾氏が勇退され、新会長に佐藤愛子氏が
満場一致で就任しました。今期は会員数が２社減少しています。
佐藤新会長を中心に大分を盛り上げ、会員増強につなげられた
らと思います。その他事業報告、決算報告、監査報告などすべ
ての議案が可決し、滞りなく総会を終えることができました。
　総会後は場所を移し懇親会を行いました。今回は囲炉裏料理
のお店で、鮎の串焼きや海老、牛肉、しいたけなどを囲炉裏に
刺して自身で焼いて食べるという
楽しいひと時を過ごしました。

業 界 の 動 き

ホリゾン・スマートソリューションフェア会場

業 界 の 動 き
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■　５月の事務局日誌
	 1 日	 P マーク審査会（本部）→田中専務、今田　　広報委員会（Web会議）
	 2 日	 正副会長会議（Web会議）
	 7 日	 MIS 研究委員会（Web会議）
	 9 日	 定期監査（本部）　　理事会（本部）
	13 日	 サスティナブル委員会（Web会議）　　Pマーク現地審査（徳島）→今田
	 	 ジャグラコンテスト委員会（Web会議）
	14 日	 日印産連ステコミ→田中専務　　会員拡大特別委員会（Web会議）
	15 日	 業態進化委員会（Web会議）
	16 日	 ジャグラショートカット委員会（Web会議）
	 	 ホリゾン・スマートソリューションフェア	2025	in	東京
	17 日	 中国地協総会（広島）　　東北地協総会（秋田）→田中専務
	22 日	 P マーク現地審査（神奈川）→今田
	 	 東京大会実行委員会（本部）→岡本会長、田中専務
	 	 日印機工懇親会（東京）→田中専務
	23 日	 地域活性化委員会（Web会議）　　ジャグラ茨城（水戸）→田中専務
	24 日	 四国地協総会（香川）→田中専務　　長野県支部総会（長野）→岡本会長
	26 日	 70 周年誌編纂委員会（Web会議）
	28 日	 東京グラフィックス総会（東京）→岡本会長、田中専務
	 	 SPACE-21 幹事会（Web会議）
	30 日	 北海道支部総会（釧路）→岡本会長、田中専務

■　６月のスケジュール
	 2 日	 広報委員会（Web会議）
	 4 日	 MIS 研究委員会（Web会議）
	 7 日	 九州地協総会（福岡）→田中専務
	 9 日	 ジャグラコンテスト専門委員会議（Web会議）
	10 日	 正副会長会議（Web会議）　　
	 	 P マーク審査員フォローアップ研修（印刷会館）
	11 日	 日印産連総会（東京）→岡本会長、原田副会長、田中専務
	 	 千葉県支部例会→岡本会長、田中専務　　JIPDEC指定機関連絡会議
	13 日	 P マーク現地審査（福島）→今田
	21 日	 第 67回ジャグラ文化典東京大会
	25 日	 P マーク現地審査（長野）→今田

■　７月のスケジュール
	 1 日	 広報委員会（Web会議）
	 3 日	 正副長会議（Web会議）
	 4 日	 年賀状デザインコンテスト審査会（本部）
	 7 日	 生産性向上委員会
	 9 日	 P マーク審査会→田中専務、今田
	11 日	 理事会（本部）
	16 日	 ジャグラテスト InDesign セミナー（Web）
	 	 会員拡大委員会（Web）
	22 日	 日印産連ステコミ→岡本会長、田中専務
	23 日	 ジャグラテスト Illustrator セミナー（Web）
	25 日	 神奈川県支部 60周年総会・祝賀会（横浜）→岡本会長、田中専務
	27 日	 印刷屋さんのお仕事展（はるみらい）
	28 日	 印刷屋さんのお仕事展（はるみらい）
	31 日	 栃木県支部総会→岡本会長

事・務・局・便・り
　皆様はじめまして。4月 21日より事務局の一員となりました、笠原	賢一郎と申します。
　これまではホテル業界に従事しており、お客様一人ひとりに寄り添うサービスを追求してまいりま
した。その経験を活かし、今後は会員の皆様に向け、サポートをご提供できるよう尽力してまいります。
　47歳という年齢での新たな挑戦ではございますが、これまでの経験を糧に、事務局の一員として、
微力ながら、皆様の活動を円滑に進めるための一助となれるよう、真摯に取り組んでまいりますので、
ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。（笠原）

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています

ジャグラ

FACE 第 16 期総会　報告
FACE

日　　時：2025年 4月 10日（木）18:00
場　　所：ニッケイビル 8階	会議室
参加人数：54名
【ご来賓（順不同）】

日本グラフィックサービス工業会青年部 SPACE-21　代表幹事　小澤孝一郎様
東京都中小企業団体青年部協議会　会　長　木村　洋平様

印刷産業青年連絡協議会　会　長　吉田　智博様
東京青年印刷人協議会　議　長　小河原大輔様
東京青年印刷人協議会　副議長　飯島　康弘様
東京製本二世連合会　会　長　宮崎　　浩様

　FACE定例会が例年通り４月 10日（木）に開催されました。
　まずは会長より、１年間を振り返ってのご挨拶からスタート。
【西谷会長　挨拶】
　この１年、正直まだまだ未熟なと
ころも多かったなと思っています。
　でも、そんな中で執行部の皆さん、
そしてFACEメンバーの皆さんに支
えていただいて、なんとかここまで
やってこれました。本当に感謝しています。　　
　去年は、“ 横のつながり ” を大切にしながら、楽しくて、可
能性が広がる会にしていきたいと思って走ってきました。
　今年はそこにもう一つ『成長』のキーワードも加えて、“ 楽
しく、成長できて、可能性の広がる会 ”を目指していきたいな
と思っています。
　青年部とは何か？とたまに聞かれます。
　それは参加者が成長する場であると私は考えています。
　ではどうやって成長するのか？
　「仲間と切磋琢磨して成長する」「活発に活動することで成長
する」「何事にも積極的に参加する」
　これらは普段の業務にプラスして行うと負荷がかかるかと思
いますが、仲間との絆は強くなり一歩進んだ仕事の仲間になっ

たり、共に行動することでそれまでの自分にない視点を得られ
る。そういった得られたもの全てが成長だと考えています。
結果的に多少のハードワークもありますが、少しの負荷を良し
とし、一緒に成長していけるような、そんな場所にしていきた
いです。
　今期もどうぞ、よろしくお願いします！

　来賓代表として	SPACE-21	小澤代表幹事よりご挨拶をいた
だき、「地方の会では縮小が進んでいる中で、FACE は規模も
大きくエネルギッシュ。“ 負荷を由とし、それを喜んで受ける
風土 ” は本当にすばらしいですね（笑）」…と、なかなかパン
チの効いた褒め言葉（？）と、最後には「これからも負荷をか
け続け、ハードワークを愛する団体であり続けてください」の
応援（エール？）も頂戴しました。

　改選期ではない今回の総会議案のポイントは、印青連の役員
の入れ替えが行われたことと、予算配分において他団体のイベ
ントなどへの参加補助を手厚くしたこと、一部規約改定などが
あげられ、どれも全会一致で承認いただけました。
　FACEのメンバーは総会後恒例の懇親会が楽しみだったよう
で、総会時と懇親会参加者の人数がほとんど変わらないことが
特徴です。来賓の方々にも残ってもらい更なる交流を深めるこ
とができました。
　おいしい料理とお酒を囲んで、今期の盛会を予感できる総会
となりました。
　FACEは東グラの青年会としてジャグラ東京大会の大懇親会
と二次会を担当しております。FACEの勢いそのままに懇親会
に力を注いでおります。FACEメンバー一同ジャグラの皆様と
東京浅草でお会いできることを楽しみにしております。
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